
令和５年度家庭系可燃ごみ組成調査結果令和５年度家庭系可燃ごみ組成調査結果
「紙類」は、可燃ごみの中に約28％含まれています。
ごみの減量・リサイクルをより一層推進するため、古紙・雑がみ類の回収へ
ご協力をお願いします。

問い合わせ先 収集業務課 ☎054-221-1074 集団古紙回収の活動奨励金についての問い合わせ 収集業務課 ☎054-221-1074

リサイクルできないため、アルバム、油紙、裏カーボン紙、紙コップ、感熱紙、写真、使用済ティッシュ、セロハン、粘着
テープ、ノーカーボン紙、ビニールコート紙、アルミ加工紙、ファイル、フィルム、プラスチック製品、ワッペンなどは
可燃ごみへ。なお、アルバムやファイルなどの金具はできるだけ取りはずして金属部分は不燃・粗大ごみへ。

厨芥類　35.60％

紙類　27.62%

繊維類　4.85%

ゴム・皮革類 1.18%

プラスチック類　22.67%

金属類の合計　0.29%

木・竹・草類　2.26%

令和５年

流出水分　1.86% ガラス類の合計　0.11%

その他　3.56%



収集・処理困難物(収集も清掃工場への持ち込みもできません)
市が取り扱いできないごみ

バッテリー（自動車、バイク、
電動バイク、電動自転車、
セニアカー等）

販売店、メーカー
リサイクルマークのついたものは、
リサイクル協力店へ（6ページ参照）

医療系廃棄物
(注射針等鋭利なもの)

問い合わせ先 収集業務課 ☎054-221-1074


